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表紙の作品
「よう!!昔の色男」

作成者 :仲道 幸子さん

　
仲
道
幸
子
さ
ん
（
74
）
は
、

旅
行
が
好
き
で
、
記
念
に
撮
影

す
る
際
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
知
っ
て
た

方
が
い
い
か
な
？
と
、
カ
メ
ラ

教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
現

在
は
同
好
会
へ
通
い
、
腕
を
磨

き
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
作
品
の
モ
デ
ル
は
、

仲
道
さ
ん
の
父
親
で
す
。
帽
子

が
好
き
な
お
父
様
を
お
出
か
け

前
に
撮
影
し
た
も
の
。

　「
高
齢
の
父
親
と一
緒
に
い
る

と
き
は
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
い
ま
す
。
今
こ
の
瞬
間
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

か
ら
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持
ち

歩
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
仲
道

さ
ん
。

　「
写
真
の
公
募
展
に
継
続
し

て
応
募
し
、
安
定
し
て
入
選
を

し
た
い
！
」
と
今
日
も
カ
メ
ラ

を
手
に
出
か
け
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
の
他
に
、『
毎
日
の
楽

し
い
日
課
』
と
し
て
ジ
ム
に
通

う
仲
道
さ
ん
。

　
今
日
も
素
敵
な
１
枚
に
出
逢

え
ま
す
よ
う
に
♡

『とんとんからりとんからり』
『カチャーシーをおどろうよ』
『かりゆしの海』

寄贈者：鎌田　佐多子様
　　　　　（沖縄女子短期大前学長）

　寄贈者・鎌田様
から、「私が脚本を
書いた『とんとん
からりとんからり』
は絶版となっていま
したが、日本復帰
50周年を機に出版
社と協力して500部限定で再度発刊するこ
ととなりました。寄贈した３作品を通して、
多くの子ども達や県民が沖縄や紙芝居の
良さに気づき、共有する機会にしてほしい
と考えています」と御挨拶をいただきま
した。
　沖縄を題材にした３作は、鎌田様が戦中
戦後の沖縄に思いを寄せてくれた紙芝居
作家や県内の仲間とともに童心社から発
刊された作品です。
【寄贈品の『沖縄紙芝居』はこちら（※一部）】

ライブラリーに『沖縄紙芝居』の寄贈が
ありました！

社会福祉ライブラリーから

本の紹介

写
真
掲
載
以
外
の

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

●
沖
縄
生
麺
協
会
様

　（
11
月
11
日
）

※

県
社
協
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務

企
画
部
ま
で

作品名

207

沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会
沖 縄 県 共 同 募 金 会

広報誌「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。
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作品名：「よう！！昔の色男」（第12回かりゆし美術展　写真の部／銀賞）
作成者：仲道　幸子さん（うるま市）
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【
特
集
】

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
、

　
社
会
活
動
へ
の
参
加
等
を
応
援
し
ま
す
！

 

【
サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

　
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
と
名
護
市
で
の
取
り
組
み

　
各
種
別
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て

　
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
『
償
還
免
除
』
と
『
猶
予
』
に
つ
い
て

 

【
ふ
く
し
＆
○
○
】
福
祉
の
現
場
で
働
く
人
を
紹
介
し
ま
す
！

　
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
人
材
育
成
・
定
着
に
向
け
て

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
と
令
和
６
年
度
事
業

 

（
一
部
令
和
５
年
度
）に
要
す
る「
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
」の

　
受
付
に
つ
い
て
、
遺
贈
・
相
続
寄
付
に
つ
い
て

　
寄
附
者
芳
名
、
表
紙
の
作
者
の
ご
紹
介
　
他
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〒903-8603　那覇市首里石嶺町 4-373-1
　　　　　　　　  （県総合福祉センター内）
TEL:098-887-2000　FAX:098-887-2024
ホームページ　https://www.okishakyo.or.jp/

編集
後記

新
た
な一年
が
始
ま
り
ま
し
た
。皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。気
持
ち
新
た
に一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

寄
附・寄
贈
者
芳
名（
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
）
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖縄ビル・メンテナンス
株式会社様（10.11）

【写真左から2人目】
沖縄ビル・メンテナンス株式会社
代表取締役社長　幸地　均　様
【写真左から1人目】
沖縄ビル・メンテナンス株式会社
取締役総務部長　大嶺　隆　様
【写真右から2人目】
本会 会長　湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会 常務理事　嘉陽 孝治

（一社）沖縄県電気管工事業協会
青年部様（11.15）

【写真左から3人目】
（一社）沖縄県電気管工事業協会
青年部　部会長　新垣　昌彦　様
【写真左から2人目】
（一社）沖縄県電気管工事業協会
副部会長　仲間　幹　様
【写真左から1人目】
（一社）沖縄県電気管工事業協会
副部会長　高江洲　昌太郎　様
【写真右から2人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会　事務局長　高良　正樹

華道専心池坊　沖縄支部様
（11.21）

【写真右から2人目】
華道専心池坊沖縄支部
支部長　伊敷　康月　様
【写真左から3人目】
華道専心池坊沖縄支部
副支部長　國頭　清雅　様
【写真左から2人目】
華道専心池坊沖縄支部
副支部長　謝花　雅蓉　様
【写真左から1人目】
華道専心池坊沖縄支部
教授者会会長　佐久本　陽水　様
【写真右から1人目】
本会 事務局長　高良　正樹

アフラック沖縄県
アソシエイツ会様（11.29）

【写真左から2人目】
アフラック沖縄県アソシエイツ会
会長　山田　晋　様
【写真左から1人目】
アフラック沖縄県アソシエイツ会
事務局長　伊吹　恒平　様
【写真右から1人目】
本会 常務理事　嘉陽　孝治

小日山　幸子様（10.13）
【写真左】
小日山　幸子　様
【写真右】
本会 常務理事　嘉陽 孝治



沖
縄
沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

★
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会

　

沖
縄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
、

高
齢
者
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
活
動
等
を
通
じ
て
健
康
の
保

持
・
増
進
と
参
加
者
相
互
の
交
流

を
図
り
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
進
め
、
明
る
く
活
力
あ
る
長

寿
社
会
づ
く
り
の
促
進
を
目
的

と
す
る
県
内
最
大
の
高
齢
者
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
祭
典
で

す
。
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
健
康

増
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
各
競
技
団
体
及
び
関
係

団
体
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
交
流
大
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

★
か
り
ゆ
し
美
術
展

　

高
齢
者
の
創
作
に
よ
る
美
術

作
品
を
展
示
し
、
芸
術
文
化
活
動

へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
趣

味
活
動
や
創
作
意
欲
を
高
め
明

る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
絵
画
や

工
芸
品
等
約
２
０
０
点
の
作
品

が
出
品
さ
れ
、
年
々
関
心
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
展
作

品
の
う
ち
、
上
位
入
賞
作
品
は
、

「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
へ
沖
縄
代

表
作
品
と
し
て
出
展
さ
れ
ま
す
。

第第
3434
回
全
国
健
康
福
祉
祭

回
全
国
健
康
福
祉
祭

「
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

「
全
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

へ
の
選
手
派
遣
に
つ
い
て

へ
の
選
手
派
遣
に
つ
い
て

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康

福
祉
祭
」
は
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健
康
と
福

祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
す
。
毎

年
、
各
種
競
技
等
へ
沖
縄
県
選
手

団
と
し
て
派
遣
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
11
月
12
日
か
ら
15
日

ま
で
神
奈
川
県
へ
、
沖
縄
県
か
ら

13
種
目
88
名
の
選
手
が
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。

▲県選手団結団式の様子
（那覇空港 YUINICHI 広場）

○ 

次
年
度
開
催
：
愛
媛
県

第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭

　
え
ひ
め
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
笑
顔
の
愛
媛
２
０
２
３
）

２
０
２
３
年
10
月
28
日(

土
）
～

10
月
31
日
（
火
）
開
催
予
定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 は
高齢者の生きがい・健康づくり、地域活動等を応援します！
明るく活力ある長寿社会の実現に向けて、高齢者がこれまで培った豊かな経験と知識・技能を活かし、生涯を
健康で、かつ生きがいをもって社会活動を活発に展開できるよう様々な事業に取り組みを進めています。

沖縄県社会福祉協議会 いきいき長寿センター沖縄県社会福祉協議会 いきいき長寿センター沖縄県社会福祉協議会 いきいき長寿センター沖縄県社会福祉協議会 いきいき長寿センター

高齢者のスポーツ・文化活動の推進
★スポーツ交流大会（17種目）
ラージボール卓球　テニス　弓道　剣道
ソフトテニス　ソフトボール　ペタンク
マラソン　ゲートボール　ソフトバレーボール
グラウンド・ゴルフ　ダンススポーツ　太極拳
ボウリング　サッカー　還暦軟式野球　水泳

★文化交流大会（２種目）
囲碁　将棋

★美術展（６部門）
日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真

▲沖縄ねんりんピック・総合開会式選手
宣誓の様子

▲昨年度美術展の様子

作品展示
場所・期間

部　門

沖縄県立博物館・美術館 企画ギャラリー 1・2
令和 5年 1月 26日（木）～  1 月 29日（日）
時間：午前 9時 ～ 午後 6時
日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真

※美術展は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、開催を中止する場合があります。 第 12回　県知事賞　受賞作品

第13回 かりゆし美術展 入場無料
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沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

大
運
動
会
開
催

大
運
動
会
開
催

　

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）、

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
（
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ド
ー
ム
）
に
お
い

て
、
第
29
回
沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長

寿
大
学
校
大
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
30
期
生
88
名
は
、
明

る
く
笑
顔
で
元
気
よ
く
さ
ま
ざ

ま
な
競
技
に
全
力
を
尽
く
し
て

頑
張
り
ま
し
た
。

▲入場場面

 　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
11
種
目
あ

り
、
競
技
開
始
前
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
に
の
せ
た
テ

ニ
ス
ボ
ー
ル
を
丁
寧
に
運
ぶ
「
ス

プ
ー
ン
レ
ー
ス
」
や
「
低
床
型
玉

入
れ
」
に
全
員
が
参
加
し
て
競
い

合
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
コ
ー
ル
マ
ー
・
パ
ン
食

い
競
争
・
風
船
割
り
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ド
リ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト
・
担
架

ボ
ー
ル
運
び
の
「
五
種
競
技
」
で

は
ハ
プ
ニ
ン
グ
等
も
あ
り
、
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
男

女
ペ
ア
が
「
ほ
ほ
寄
せ
て
」
息

を
合
わ
せ
て
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
競

技
も
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。
午
前
中
最
後
の
「
親
子
三
代

リ
レ
ー
」
で
は
、
お
孫
さ
ん
達
も

こ
ぞ
っ
て
リ
レ
ー
に
参
加
し
、
家

族
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
ま

し
た
。

 

▲ほほ寄せて場面

　
　
　

　

昼
食
時
間
前
の
各
チ
ー
ム
対

抗
の
応
援
合
戦
の
披
露
も
あ
り
、

団
結
力
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
豪
華
な
お
弁
当
に
家
族
そ

ろ
っ
て
舌
鼓
を
う
つ
、
和
や
か
な

風
景
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
懐
か
し
い
青
い
山

脈
の
曲
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
楽
し
く
、
男
女
ペ
ア
で

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
を
踊
り
、

学
生
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も

上
が
り
ま
し
た
。「
孫
と
玉
入
れ
」

で
は
、
多
く
の
方
が
参
加
し
、
微

笑
ま
し
い
光
景
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
た
「
ペ
ア
リ
レ
ー
」
で
は
、

各
学
科
か
ら
選
出
さ
れ
た
男
女

が
持
ち
前
の
力
を
発
揮
す
る
等
、

最
大
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。
ま
た
、「
曜
日
対
抗
大
玉

運
び
」
で
は
、
学
生
の
団
結
力
を

示
す
最
後
を
締
め
る
に
相
応
し

い
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
家
族
の
来
場
が
多
く
、

見
学
に
来
た
お
孫
さ
ん
か
ら
は
、

祖
父
母
世
代
が
大
活
躍
す
る
運

動
会
を
見
て
「
か
っ
こ
い
い
！
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
が
ん
ば
れ
」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
！
」

等
の
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
運
動
会
前
に
は
各
チ
ー
ム

別
に
練
習
を
す
る
光
景
も
多
く

見
ら
れ
る
等
、
学
生
全
員
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
結
集
し
、
楽
し
く
生

き
生
き
と
活
躍
し
た
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
優
勝
（
木
曜
）
地
域

文
化
学
科
、
準
優
勝
（
火
曜
）
地

域
文
化
学
科
、
三
位
（
木
曜
）
健

康
福
祉
学
科
で
し
た
。

■
募
集
内
容
■

　

令
和
5
年
4
月
か
ら
令
和
6

年
2
月
の
１
学
年
制
で
す
。

　
募
集
人
員
96
名
（
た
だ
し
、
募

集
人
員
の
内
、
15
名
は
市
町
村
社

協
の
地
域
推
薦
枠
と
し
ま
す
）
原

則
週
1
回
（
火
曜
日
ま
た
は
木
曜

日
）
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
12
時

の
講
義
等
と
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
■

①
県
内
に
居
住
し
、
令
和
5
年
４

月
１
日
以
前
に
満
60
歳
に
達

し
て
い
る
者
。

②
健
康
で
地
域
活
動
を
行
う
意

欲
が
あ
り
、
全
期
間
通
じ
て
受

講
で
き
る
者
。

③
本
校
卒
業
生
は
除
く
。

■
受
講
料
■

学
費
：
年
間
１
万
5
千
円

※
た
だ
し
、
事
務
手
続
き
等
に

係
る
諸
経
費
、
学
習
に
係
る

教
材
費
、
そ
の
他
課
外
活
動

等
に
係
る
諸
経
費
は
、
別
途
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。（
例
：

4
年
度
ク
ラ
ブ
活
動
費
の
負

担
額
2
万
1
千
5
百
円
～

３
万
4
千
5
百
円
／
年
）

■
募
集
期
間
■

令
和
5
年
2
月
1
日
（
水
）
か
ら

令
和
5
年
2
月
28
日
（
火
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で
。

■
お
問
合
せ
先
■

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

（
０
９
８
）
８
８
７
―
１
３
４
４

▲講義風景　地域文化学科『わらべうた』

学　科
募集人数

合　計火曜日
コース

木曜日
コース

地域文化学科 16名 16名 32名
健康福祉学科 16名 16名 32名
生活環境学科 16名 16名 32名

合　計 48名 48名 96名

令
和
５
年
度
（
第

令
和
５
年
度
（
第
3131  

期
）
期
）

沖
縄
県

沖
縄
県

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

学
生
募
集

学
生
募
集
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た

　

本
会
で
は
、
10
月
７
日
市
町

村
社
協
や
社
会
福
祉
施
設
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員
を
対

象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
関
す
る
基
礎
的
な
知

識
を
学
び
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
図

る
こ
と
等
を
目
的
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
Ｕ

Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
基
礎
理
解
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
」
と

題
し
て
、（
特
非
）
ま
ち
な
か
研

究
所
わ
く
わ
く 

事
務
局
長
の
宮

道
喜
一
氏
よ
り
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
宮
道
氏
か
ら
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
受
入
時
の
留
意
点
等

に
つ
い
て
、
様
々
な
事
例
を
交

え
、
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
で
は
、
う
る
ま
市
社

協 

地
域
福
祉
課
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
主
事
の
赤
嶺
秀
幸

氏
か
ら
、「
社
協
に
お
け
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、
沖
縄

県
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
伊
波
邦

子
氏
か
ら
、「
子
ど
も
病
院
に
お

け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
を
テ
ー

マ
に
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
共

通
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
だ
け
で
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
人
に
も
丁
寧

に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
継
続
的
な

活
動
に
向
け
た
環
境
整
備
の
重

要
性
等
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
参
加
者
同
士
に
よ
る
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
人
と
人
と

の
繋
が
り
を
生
み
出
す
た
め
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能

を
発
揮
し
て
活
動
を
支
援
し
て

い
き
た
い
」「
思
い
や
り
の
種
・

芽
を
活
か
し
、
花
を
咲
か
す
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
考
え
、
思
い
や

り
の
花
が
咲
く
と
い
う
言
葉
が

と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
本
会
で
は
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

資
質
向
上
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
に
向
け
て
支
援
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

名
護
市
社
協
に
お
け
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
・
運
営
訓
練
研
修
会
」
の
取
り
組
み

　
大
規
模
災
害
発
生
時
、
社
協
に

よ
る
被
災
地
域
の
支
援
活
動
の

一
つ
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
が

あ
り
ま
す
。
本
県
は
、
島
嶼
県
の

た
め
、
外
部
支
援
者
が
応
援
に
入

る
ま
で
の
間
、
地
域
の
関
係
者
と

の
協
働
に
よ
り
設
置
・
運
営
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

名
護
市
社
協
で
は
、
９
月
29

日
、
市
内
経
済
団
体
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
長
、
民

生
委
員
、
学
生
等
を
対
象
に
し
た

「
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置
・
運
営
訓
練
研

修
会
」
を
開
催
し
、
１
０
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
市
社
協
で
は
、

被
災
住
民
へ
の
円
滑
な
支
援
が

で
き
る
よ
う
、
訓
練
前
に
青
年
会

議
所
等
と
災
害
支
援
協
定
を
締

結
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
地
元

企
業
関
係
者
の
関
心
の
高
さ
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
参
加
者
が
災

害
Ｖ
Ｃ
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
（
受
付

班
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
班

等
）
に
分
か
れ
て
、
運
営
を
体
験

し
ま
し
た
。
訓
練
を
通
し
て
、
災

害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
だ
け
で
な
く
、
平
時
か
ら
協
働

し
て
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組

む
必
要
性
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
は
、
私
た
ち
の
生
活

基
盤
を
脅
か
し
、
地
域
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
も
失
わ
れ
、
福

祉
的
な
課
題
や
問
題
が
顕
在
化

し
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
被
災
住
民

の
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
社
協

の
取
り
組
み
は
、
地
域
福
祉
活
動

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

社
協
は
平
時
か
ら
地
域
関
係
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
要

援
護
者
へ
の
見
守
り
・
相
談
支
援

体
制
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

……………………………………関連記事
「
地
域
の
人
々
が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
支
え
合
う
社
会
」
を
合
言
葉
に
は
じ
ま
っ
た
サ
ン
ク
ス
運
動
。
地
域
社
会
が
変
動
す
る
中
、
支
え
合
う

社
会
を
築
く
多
様
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ク
ス
運
動
関
連
記
事
で
は
、
県
社
協
や
各
種
団
体
で
の
取
り
組
み
や
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災害ＶＣ設置・運営訓練の様子
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各
種
別

協
議
会
に
つ
い
て

　
県
社
協
で
は
、
各
種
別
の
社
会

福
祉
事
業
に
つ
い
て
、
全
県
的
連

絡
調
整
の
方
策
を
講
じ
、
調
査
・

研
究
・
協
議
を
行
い
、
能
率
的
な

事
業
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
次
の
７
つ
の
種
別
協
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

①
保
育
協
議
会

②
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協

議
会

③
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
協
議
会

④
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会

⑤
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会

⑥
児
童
養
護
協
議
会

⑦
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

　

各
種
別
協
議
会
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
会
員
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
福
祉
施
設
等
の
役
職
員

に
対
し
て
現
任
訓
練
（
研
修
会
）

を
実
施
し
、
職
員
の
資
質
向
上
と

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

児
童
養
護
協
議
会

　
県
児
童
養
護
協
議
会
で
は
、
第

39
回
沖
縄
県
児
童
養
護
研
究
大

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
行
政
説
明
、
記
念
講
演
「
子
ど

も
と
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
分

か
ち
合
う 

～
過
去
・
現
在
・
未

来
を
紡
ぐ
～
（
講
師
：
大
阪
ラ
イ

フ
ス
ト
ー
リ
ー
研
究
会 

主
宰 

才

村
眞
理
氏
）」
は
、
11
月
７
日
か

ら
12
月
２
日
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
と
し
、
第
１
～
３
研
究
部

会
は
、
部
会
ご
と
に
日
を
分
け
て

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　

講
演
で
、「
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ

ワ
ー
ク
と
は
、
施
設
や
里
親
宅
で

暮
ら
す
子
ど
も
達
に
対
し
て
、
信

頼
で
き
る
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
の

も
と
に
『
誰
か
ら
生
ま
れ
た
の

か
？　
な
ぜ
、
今
こ
こ
に
い
る
の

か
？　

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

か
？
』
な
ど
を
子
ど
も
の
人
生

に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
話
し

合
い
の
場
を
提
供
す
る
作
業
（
プ

ロ
セ
ス
）
に
よ
り
、
ブ
ッ
ク
（
生

い
立
ち
の
記
録
）
を
作
成
す
る
こ

と
。
そ
し
て
『
子
ど
も
達
は
、
自

身
の
過
去
を
取
り
戻
し
、
現
状
を

理
解
・
納
得
し
、
未
来
に
生
き
る

力
を
得
る
』
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
」
と
才
村
氏
よ
り
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。

身
体
障
害
児
者
施
設
協

議
会・
心
身
障
害
児
者

施
設
協
議
会

　

県
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議

会
（
以
下
「
県
身
障
協
」）、
県

心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会
（
以

下
「
県
心
身
協
」）
で
は
、
年
１

回
「
課
題
別
研
修
会
」
を
実
施
し

て
お
り
、今
年
度
は
、人
材
育
成・

定
着
に
係
る
研
修
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

◆
県
身
障
協
（
10
月
19
日
開
催
）

　

県
身
障
協
の
課
題
別
研
修
会

で
は
、
介
護
職
員
が
、
自
分
の
仕

事
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
す

る
と
と
も
に
、
誇
り
を
持
っ
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
北
海
道

介
護
福
祉
道
場
・
あ
か
い
花 

代

表
の
菊
地
雅
洋
氏
よ
り
「
科
学
的

介
護
に
つ
い
て
～
根
拠
あ
る
介

護
実
践
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
～
」

と
題
し
、
科
学
的
介
護
の
実
践
事

例
を
基
に
科
学
的
介
護
（
根
拠
あ

る
介
護
）
の
効
果
や
、
利
用
者
に

対
す
る
言
葉
遣
い
の
大
切
さ
に

つ
い
て
虐
待
事
例
や
介
護
職
員

へ
の
エ
ー
ル
も
交
え
な
が
ら
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
根
拠
あ
る
介
護
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
び
、
介
護
の

プ
ロ
と
し
て
、
利
用
者
と
の
接
し

方
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

◆
県
心
身
協
（
11
月
18
日
開
催
）

　
県
心
身
協
は
、
一
般
社
団
法
人

沖
縄
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

と
の
共
催
で
課
題
別
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
で
は
、
管
理
職・主
任・

先
輩
職
員
等
の
指
導
育
成
層
を

対
象
に
、A

ID
ERS 

代
表
の
山

﨑
正
徳
氏
よ
り
「
指
導
育
成
層
へ

の
ス
ス
メ
！　

良
い
距
離
感
が

生
み
出
す
安
心
安
全
な
人
間
関

係
の
作
り
方
」
と
題
し
、
指
導
育

成
層
の
ス
ト
レ
ス
が
倍
増
す
る

理
由
、
人
間
関
係
の
距
離
感
を
保

つ
コ
ツ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
と

の
向
き
合
い
方
等
に
つ
い
て
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
自
分
自
身
の
価
値

観
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
他

者
（
部
下
や
利
用
者
等
）
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　

種
別
協
議
会
で
は
、
引
き
続

き
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
や
制
度
・
施

策
の
状
況
等
も
踏
ま
え
て
研
修

企
画
を
行
い
、
社
会
福
祉
施
設

等
の
役
職
員
の
資
質
向
上
及
び

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲県児養協・研究大会

▲県身障協・課題別研修会
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沖
縄
県
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
本
セ
ン
タ
ー
）
は
、
県

民
の
社
会
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
福
祉
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
総

合
的
な
拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成

15
年
に
沖
縄
県
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
研

修
室
等
の
貸
館
施
設
や
、
社
会
福

祉
関
連
の
図
書
、
資
料
、
紀
要
及

び
専
門
誌
等
を
所
蔵
す
る
社
会

福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
利
用
で

き
ま
す
。

立
地
環
境
に
つ
い
て

　
本
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
、
昭
和
24

年
に
戦
争
孤
児
に
対
す
る
児
童

福
祉
施
設
と
し
て
、
沖
縄
厚
生

園
（
現・沖
縄
県
立
石
嶺
児
童
園
）

が
首
里
石
嶺
町
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
当
施
設
の
建
設
後
、
福
祉

施
設
が
同
地
域
に
集
ま
り
ま
し

た
。
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
、
福
祉

施
設
と
地
域
住
民
の
交
流
や
福

祉
へ
の
理
解
が
深
い
地
域
と
し

て
、
首
里
石
嶺
町
は
「
石
嶺
福
祉

村
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

県
民
が
使
い
や
す
い
機
能

　

各
階
に
車
椅
子
対
応
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
他
、
東
棟
1
階
の
多

目
的
ホ
ー
ル
側
に
は
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
駐
車
場
は
、
車
椅
子
利
用
者
だ

け
で
は
な
く
、
障
害
者
や
高
齢
で

歩
行
困
難
な
方
、
妊
産
婦
や
け
が

人
な
ど
が
、
優
先
的
に
駐
車
で
き

る
「
沖
縄
県
ち
ゅ
ら
パ
ー
キ
ン
グ

（
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
）
利
用

制
度
」
を
令
和
4
年
7
月
か
ら
導

入
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
経
年
劣
化
に
よ
り
故
障

頻
度
が
増
し
た
空
調
設
備
の
一

斉
更
新
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

（
工
事
期
間
：
令
和
4
年
11
月
～

令
和
5
年
3
月
）。

車
椅
子
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　

車
椅
子
が
一
時
的
に
必
要
な

方
に
対
し
て
、
車
椅
子
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
期
間
・
必
要
日
数

（
10
日
以
内
）

○
貸
出
料
金
・
無
料

○
使
用
例

・
怪
我
を
し
て
一
時
的
に
車
椅
子

が
必
要
に
な
っ
た
方

・
車
椅
子
が
必
要
な
家
族
と
旅
行

に
行
く
方　
な
ど

施
設
の
利
用
方
法

　

本
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
仮
予
約
等
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用

料
等
と
と
も
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
に

て
御
確
認
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

理
室

電
話
（
０
９
８
）８
８
２
―
５
８
１
１

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　知
っ
て
も
ら
お
う

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　知
っ
て
も
ら
お
う沖縄県総合福祉センターキャラクター

「ガジュマルキジムナー」です。

セ
ン
タ
ー
入
口
の
梅
の
木
。

梅
の
木
の
成
長
を
一
緒
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
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　県社協では、新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で減収のあった世帯を対象に、「緊急小口資金」
「総合支援資金」のコロナ特例貸付を令和 2年 3月 25日から令和 4年 9月 30日まで実施しておりました。その
貸付件数は 15万件を超え、貸付金額は 596億円に上っています。
　コロナ特例貸付では、償還時においてなお減収が続く住民税非課税世帯等に対して償還を免除する仕組みが設け
られています。また今回、償還が困難な方への猶予が新たに設けられました。償還免除には該当しなかった方で、
支払いが厳しいという方は社協へご相談ください。

■現在受付けている免除対象の貸付は、令和 4年 3月末までに申請した「緊急小口資金」と「総合支援資金（初回）」
です。
■申請期限（令和4年9月30日）を設けていますが、個別の事情などにより申請ができなかった方に対する申請は、
継続して受付けています。お早目の申請をお願いします。

免除要件 申請に必要な書類
①借受人および世帯主の令和 3 年度または令和 4 年

度の住民税が「均等割・所得割いずれも」非課税
１．免除申請書（様式 1-1）
２．住民票※世帯全員の記載があり、世帯主の氏名・

続柄の記載があるもの
３．借受人および世帯主の同年度の非課税証明書

②生活保護を受給している方 １．免除申請書（様式 1-2）
２．生活保護受給証明書

③精神保健福祉手帳（1 級）または身体障害者手帳（1
級または 2 級）の交付を受けている方

１．免除申請書（様式 1-2）
２．該当する手帳のコピー

免除に関する問合せ先
沖縄県社会福祉協議会　特例貸付コールセンター　098-975-9586　平日（月～金）9:00 ～ 17:00

土日祝日　休業

◆市町村社協等による面談（生活相談）の結果、借受世帯が下記の要件にあてはまり、要件を証明する書類が提出
できる場合、返済猶予の申請を行うことができます。
◆猶予の要件

要　件 提出書類
① 地震や火災等に被災した場合 被災証明書、り災証明書等の被災したことが分かる書類
② 病気療養中の場合 診断書など病気療養中であることが分かる書類

③ 失業又は離職中の場合 退職証明書、離職票など失業または離職中であること
が分かる書類

④ 奨学金や事業者向けローン（住宅ローン除く）
など、他の借入金の返済猶予を受けている場合 他の借入金の返済猶予を受けていることが分かる書類

⑤ 自立相談支援機関に相談し、返済猶予を行うこ
とが適当であるとの意見があった場合

自立相談支援機関からの意見書
※生活状況などをお伺いし、必要な書類を提出していただく

ことがあります。

⑥ 上記①～⑤と同程度の事由によって返済する
ことが著しく困難であると認める場合

市町村社会福祉協議会からの意見書
※生活状況などをお伺いし、必要な書類を提出していただく

ことがあります。

◆猶予期間　１年間
◆申請・ご相談先　特例貸付を借入れした市町村社会福祉協議会へ

『償還免除』に該当する方は下記のとおりです。

償還が困難な方への『猶予』が新設されました

生活福祉資金コロナ特例貸付　　　　　　　と　　　　について『償還免除』『償還免除』『猶予』『猶予』
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福
祉
の
現
場
で
働
く
人
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
も
と
園
（
那

覇
市
）
の
介
護
福
祉
士
の
宜
保
枝

里
香
さ
ん
で
す
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以

下
、
特
養
）
と
は
、
寝
た
き
り

や
認
知
症
等
に
よ
り
、
在
宅
介

護
が
困
難
で
あ
る
高
齢
者
の

う
ち
、
原
則
要
介
護
３
以
上
の

方
が
入
居
で
き
る
介
護
老
人

福
祉
施
設
で
す
。

取
材
先
の
ご
紹
介

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
も

と
園
（
以
下
、
お
も
と
園
）
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
お
も
と
園
は
、
医
療
・
社
会
福

祉
・
学
校
関
連
の
事
業
を
展
開
す

る
お
も
と
会
グ
ル
ー
プ
が
運
営

し
て
い
ま
す
。
病
院
併
設
の
老
人

ホ
ー
ム
と
し
て
は
県
内
唯
一
の

施
設
で
す
。
那
覇
市
天
久
の
高
台

に
建
ち
、
全
室
個
室
で
各
部
屋
か

ら
は
那
覇
の
街
並
み
や
東
シ
ナ

海
が
望
め
、
開
放
感
あ
る
造
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
も
と
園
》

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL

：

https://om
otokai.or.jp/

jigyou/262/#sec2
『
介
護
福
祉
士
』
と
し
て

　
介
護
福
祉
士
と
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
方
々
の
様
々
な
生
活

行
為
・
生
活
動
作
を
支
援
し
、
支

え
る
知
識
と
技
術
を
有
す
る
専

門
資
格
を
持
っ
た
職
員
を
指
し

ま
す
。

　

宜
保
さ
ん
は
、
お
も
と
園
で

『
介
護
福
祉
士
』
と
し
て
、
約
12

年
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
仕
事
に
就
こ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、

「
学
生
の
と
き
、
祖
母
が
倒
れ
、

病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
が
、
動
き

づ
ら
そ
う
な
祖
母
を
見
る
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

と
き
、
祖
母
を
介
助
す
る
職
員
達

を
見
て
、『
か
っ
こ
い
い
！
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
孝
行
で
き
る
の
は
こ

れ
だ
！
』
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
」
と
、
宜
保
さ
ん
は
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
を
す
る
上
で
大
事
に
し

て
い
る
こ
と
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

活
か
せ
る
よ
う
、
小
さ
な
意
思
表

示
や
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
特
養
は
『
終

の
棲
家
』
と
な
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
利
用
者
が
最
後
ま
で
『
自
分

ら
し
さ
』
を
失
わ
な
い
よ
う
な
生

活
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
熱
い
思
い
を
お
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

お
も
と
園
の
呉
屋
徹
施
設
長

は
「
明
る
く
、
利
用
者
の
観
察
に

長
け
た
職
員
。
利
用
者
の
変
化
や

気
持
ち
に
気
づ
き
、
他
職
員
へ
の

共
有
や
そ
の
後
の
行
動
が
早
い
」

と
普
段
の
宜
保
さ
ん
の
様
子
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

『
格
闘
家
』
ｅ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
♡

と
し
て

　
宜
保
さ
ん
は
、
格
闘
技
団
体
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
で
活
躍
す
る
『
格
闘
家
』

と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
出
産
や
子
育
て
に
追
わ
れ
、
産

後
う
つ
や
摂
食
障
害
等
を
経
験

し
、「
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
」
と
い
う
感
覚
に

陥
っ
て
い
た
と
き
、
偶
然
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
を
見
か
け
、
第

３
子
出
産
後
入
会
し
た
そ
う
で

す
。

　
入
会
後
、
世
界
戦
を
控
え
た
先

輩
の
姿
を
見
て
、「
私
も
本
気
で

や
る
！
」
と
感
化
さ
れ
、
目
標
を

も
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
試
合
等
で
経

験
を
重
ね
、
２
０
２
１
年
１
月
に

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
・
ア
ト
ム
級
日
本
王

者
に
な
っ
た
後
、
格
闘
技
団
体
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
を
主
戦
場
に
移
し
ま
し

た
。

　

ス
タ
ミ
ナ
と
左
ス
ト
レ
ー
ト
、

膝
蹴
り
を
武
器
に
、「
第
２
代
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ミ
ニ
フ
ラ

イ
級
王
者
」、「
元
Ｎ
Ｊ
Ｋ
Ｆ
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
日
本
ア
ト
ム
級
王
者
」
の

タ
イ
ト
ル
を
保
持
す
る
選
手
と

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
に
つ
い
て

聞
く
と
、「
県
外
へ
の
遠
征
等
、

介
護
職
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

を
悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

施
設
長
や
他
職
員
と
相
談
し
、
対

策
を
講
じ
た
上
で
、
仕
事
も
格
闘

技
も
両
方
で
き
る
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」
と
お

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
取
材
を
通

し
て
、
お
も
と
園
全
体
で
ｅ
ｒ
ｉ

ｋ
ａ
♡
さ
ん
と
し
て
の
活
動
を

支
え
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま

し
た
。

３
つ
の
顔
の
両
立
と
福
祉
へ

の
思
い

　

３
児
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で

も
あ
る
宜
保
さ
ん
は
「
遠
征
や
夜

勤
の
と
き
は
、
子
ど
も
達
が
自
主

的
に
家
事
を
し
た
り
し
て
、
私
が

や
り
た
い
こ
と
を
、
子
ど
も
達
が

や
ら
せ
て
く
れ
て
い
る
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
一
緒
に

い
る
と
き
は
よ
り
優
し
く
接
し

た
り
、
子
ど
も
達
に
も
好
き
な
こ

と
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
」
と

子
育
て
に
つ
い
て
も
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

宜
保
さ
ん
に
３
つ
の
顔
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
く

と
、「
両
立
で
き
て
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、『
自
分
ら
し
く
』

で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

全
て
に
全
力
で
す
」
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
復
帰
戦
や
世
界
戦
を

見
据
え
て
い
る
宜
保
さ
ん
は
、

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
も
介

護
の
仕
事
は
続
け
ま
す
。
仕
事
を

し
な
が
ら
で
も
諦
め
な
け
れ
ば

で
き
る
こ
と
を
証
明
し
、
利
用
者

や
福
祉
従
事
者
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
達
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
る

存
在
に
な
り
た
い
」
と
最
後
ま
で

明
る
く
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

ふくし
○○コーナー

&

福
祉
の
現
場
で
働
く
人
を
紹
介

～
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
く
、

３
つ
の
顔
を
持
つ
介
護
福
祉
士
～

福祉施設・事業所における
人材育成・定着に向けて 
ー福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程のご案内ー 

受講者にとっての受講メリット
福祉の仕事に就職した思い・きっかけを振り返りながら、これから
目指したい職業人としての自己イメージを明確にすることができま
した。自分が今後やるべきことが見えてきたので、仕事のモチベー
ションも上がりました。明日から実践していきたいです。

施設・事業所にとっての
受講メリット
職員のキャリアパスの仕組みを整え、
人材育成の取り組みを実践していくこ
とで、人材育成・定着・モチベーション
の向上が期待されます。

沖縄県福祉人材研修センターでは、福祉職員のキャリアパスに応じた資質向上
を段階的・体系的に図るとともに、各施設・事業所のキャリアパスの整備や
職員育成施策の確立・実施の支援を目的に本研修を実施※１します。ぜひご受講
ください。

①あらゆる事業種別（高齢・障害・保育・児童等）・職種を横断した福祉職員全般が対象。
②研修内容の標準化（共通テキスト）による全国共通の基礎的研修。
③修了証の交付（全国共通のキャリア証明に）
④県内では、これまでに初任者コース 143名（R１～開始）、中堅コース34名（R３のみ実施）、
チームリーダーコース 222名（H30 ～開始）で延べ399名が受講。

詳しい内容に
ついての

問い合わせ先

沖縄県社会福祉協議会　福祉人材研修センター
TEL  098-882-5703　FAX  098-887-1071
HP　http://www.okishakyo.or.jp/ kensyuu/

※１　今年度、本県では「初任者コース」および「チームリーダーコース」を開催中。

本研修の特徴

管理職コース管理職コース

中堅コース中堅コース

初任コース初任コース

チーム
リーダー
チーム
リーダーコースコース

キャリアデザインに
ついて考える

自分をみつめ直し、
スキルアップの大切さを
学ぶ

「リーダーとは？」を
改めて考える

職場環境整備のあり方・
リーダーシップの熟成を
図る
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福祉施設・事業所における
人材育成・定着に向けて 
ー福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程のご案内ー 

受講者にとっての受講メリット
福祉の仕事に就職した思い・きっかけを振り返りながら、これから
目指したい職業人としての自己イメージを明確にすることができま
した。自分が今後やるべきことが見えてきたので、仕事のモチベー
ションも上がりました。明日から実践していきたいです。

施設・事業所にとっての
受講メリット
職員のキャリアパスの仕組みを整え、
人材育成の取り組みを実践していくこ
とで、人材育成・定着・モチベーション
の向上が期待されます。

沖縄県福祉人材研修センターでは、福祉職員のキャリアパスに応じた資質向上
を段階的・体系的に図るとともに、各施設・事業所のキャリアパスの整備や
職員育成施策の確立・実施の支援を目的に本研修を実施※１します。ぜひご受講
ください。

①あらゆる事業種別（高齢・障害・保育・児童等）・職種を横断した福祉職員全般が対象。
②研修内容の標準化（共通テキスト）による全国共通の基礎的研修。
③修了証の交付（全国共通のキャリア証明に）
④県内では、これまでに初任者コース 143名（R１～開始）、中堅コース34名（R３のみ実施）、
チームリーダーコース 222名（H30 ～開始）で延べ399名が受講。

詳しい内容に
ついての

問い合わせ先

沖縄県社会福祉協議会　福祉人材研修センター
TEL  098-882-5703　FAX  098-887-1071
HP　http://www.okishakyo.or.jp/ kensyuu/

※１　今年度、本県では「初任者コース」および「チームリーダーコース」を開催中。

本研修の特徴

管理職コース管理職コース

中堅コース中堅コース

初任コース初任コース

チーム
リーダー
チーム
リーダーコースコース

キャリアデザインに
ついて考える

自分をみつめ直し、
スキルアップの大切さを
学ぶ

「リーダーとは？」を
改めて考える

職場環境整備のあり方・
リーダーシップの熟成を
図る
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各
地
域
に
お
い
て
は
福
祉
に
関
わ
る
様
々
な
課
題

が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
住
民
同
士
の
支
え
あ
い

の
活
動
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
か
け
が
え
の
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
は
地
域
で
の
民
間
福
祉
活

動
を
行
う
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
応
援
す
る
募
金
で

す
。近
年
は
若
い
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々

へ
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
に
な
る
よ
う
、

ア
ニ
メ
等
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
各
福
祉
団
体
が
計
画
す
る
令
和
6
年
度
（
一
部
令
和
5
年
度
）
事
業
に
対
し
、
沖
縄
県
共
同
募
金
会
と
沖

縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
助
成
を
行
い
ま
す
。
助
成
決
定
は
令
和
6
年
3
月
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
〈
ど

れ
だ
け
の
要
望
が
あ
る
の
か
〉〈
事
業
内
容
が
適
正
で
あ
る
か
〉を
確
認
す
る
た
め「
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
受
付
は
令
和
5
年
3
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳
細
を
掲
載
し
ま
す
。

令
和
6
年
度
事
業
（
一
部
令
和
5
年
度
）
に
要
す
る

「
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
」
の
受
付
に
つ
い
て

沖縄県共同募金では 1,000 円以上募金していただいた方に、協力のお礼として上記イラストのクリアファイル
を進呈しております。（数に限りがありますのでご希望に添えない場合がありますことをご了承ください）

僕のヒーローアカデミア×

令和 6年度（一部令和 5年度）民間福祉資金　募集要綱
資金種別 対象年度 対象事業 対象団体

中央競馬
馬主社会
福祉財団

令和
5年度

障がい者（児）、老
人、母子及び児童
福祉事業にかかる
車両・備品・施設
の整備など

・社会福祉法人
（市町村社協は
原則対象外）
・公益社団法人
・公益財団法人
・NPO等

赤い羽根
共同募金
（広域）

令和
6年度

地域の福祉課題を解
決するための事業
で、更生保護事業・
研修会・大会開催や
派遣・施設の環境整
備や車両および備品
整備など

・社会福祉法人
・公益法人
・一般社団法人
・財団法人
・NPO法人　等

沖縄県
社会福祉
振興基金

令和
6年度

社会福祉団体の活
動、研修事業など

・社会福祉法人
・公益法人
・一般社団法人
・財団法人
・NPO法人　等

※令和 5年 3月下旬に詳細をHP公開　※提出期限は 5月 1日（予定）
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　共同募金会では被相続人の財産や、相続された財産をお預かりし、愛着ある地域の福祉のた
めに役立ててほしいというご意志にかなうよう福祉団体やNPO、ボランティア団体の支援に活
用いたします。
　また、お預かりした財産を活用する都道府県を指定することや、分野の指定（例：子どもた
ちの健やかな成長のため、高齢者のため　等）をしていただくことも可能です。

　今、私達のまわりでは、孤独死やひきもこり、虐待などの増加、経済的に困窮状態にある家
庭の問題など、様々な生活課題が広がりつつあります。
　一方、そのような状況にある人々への支援活動も活発になっておりますが、その多くは自己
資金や寄付金で賄っているため、財政面で不安定な団体が多く、共同募金などの助成が強く期
待されています。

　共同募金会では、皆さまからお預かりした貴重な財産を、これら様々な福祉課題解決の取り
組みにつなげてまいります。
　共同募金は、じぶんのまちを良くするしくみです。皆様のご芳志で、誰もが、いきいきと心
豊かに暮らせるまちづくりをご支援くださいますようお願い申し上げます。

遺贈・相続寄付パンフレットのダウンロードはこちらから
　　　　　　　　（中央共同募金会作成）
https://www.akaihane.or.jp/wp/wpcontent/uploads/
59bf642091253dfea96ff4a3954bec70.pdf

ご遺贈・相続寄付をお考えの皆さまへ

あなたのまちの未来のために、遺しませんか。あなたのまちの未来のために、遺しませんか。あなたのまちの未来のために、遺しませんか。あなたのまちの未来のために、遺しませんか。

沖縄県共同募金会
那覇市首里石嶺町 4-373-1　
沖縄県総合福祉センター西棟 4階
TEL（098）882-4353
FAX（098）882-4270
https://www.okishakyo.or.jp/kyoubo/

遺贈・相続寄付に関するご相談は、お気軽に共同募金会までお問い合わせください。

　あらかじめ遺言などでご自身の意思
を示し、財産の一部またはすべてを本
来の相続人以外の特定の人や団体に贈
与するものです。

遺贈とは、遺贈とは、遺贈とは、遺贈とは、
　相続人のご意思で、相続された財産
の一部または全部を相続人以外の人や
団体に寄付するものです。

相続寄付とは、相続寄付とは、相続寄付とは、相続寄付とは、

遺贈・相続寄付とも、共同募金会へのご寄付の場合、寄付額が相続財産から控除されます。
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Vol.207

表紙の作品
「よう!!昔の色男」

作成者 :仲道 幸子さん

　
仲
道
幸
子
さ
ん
（
74
）
は
、

旅
行
が
好
き
で
、
記
念
に
撮
影

す
る
際
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
知
っ
て
た

方
が
い
い
か
な
？
と
、
カ
メ
ラ

教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
現

在
は
同
好
会
へ
通
い
、
腕
を
磨

き
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
の
作
品
の
モ
デ
ル
は
、

仲
道
さ
ん
の
父
親
で
す
。
帽
子

が
好
き
な
お
父
様
を
お
出
か
け

前
に
撮
影
し
た
も
の
。

　「
高
齢
の
父
親
と一
緒
に
い
る

と
き
は
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
い
ま
す
。
今
こ
の
瞬
間
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

か
ら
、
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持
ち

歩
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
仲
道

さ
ん
。

　「
写
真
の
公
募
展
に
継
続
し

て
応
募
し
、
安
定
し
て
入
選
を

し
た
い
！
」
と
今
日
も
カ
メ
ラ

を
手
に
出
か
け
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
の
他
に
、『
毎
日
の
楽

し
い
日
課
』
と
し
て
ジ
ム
に
通

う
仲
道
さ
ん
。

　
今
日
も
素
敵
な
１
枚
に
出
逢

え
ま
す
よ
う
に
♡

『とんとんからりとんからり』
『カチャーシーをおどろうよ』
『かりゆしの海』

寄贈者：鎌田　佐多子様
　　　　　（沖縄女子短期大前学長）

　寄贈者・鎌田様
から、「私が脚本を
書いた『とんとん
からりとんからり』
は絶版となっていま
したが、日本復帰
50周年を機に出版
社と協力して500部限定で再度発刊するこ
ととなりました。寄贈した３作品を通して、
多くの子ども達や県民が沖縄や紙芝居の
良さに気づき、共有する機会にしてほしい
と考えています」と御挨拶をいただきま
した。
　沖縄を題材にした３作は、鎌田様が戦中
戦後の沖縄に思いを寄せてくれた紙芝居
作家や県内の仲間とともに童心社から発
刊された作品です。
【寄贈品の『沖縄紙芝居』はこちら（※一部）】

ライブラリーに『沖縄紙芝居』の寄贈が
ありました！

社会福祉ライブラリーから

本の紹介

写
真
掲
載
以
外
の

寄
附
・
寄
贈
者
芳
名

●
沖
縄
生
麺
協
会
様

　（
11
月
11
日
）

※

県
社
協
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務

企
画
部
ま
で

作品名

207

沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会
沖 縄 県 共 同 募 金 会

広報誌「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

2023.1.1

作品名：「よう！！昔の色男」（第12回かりゆし美術展　写真の部／銀賞）
作成者：仲道　幸子さん（うるま市）
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取
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縄
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セ
ン
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い
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コ
ロ
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貸
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償
還
免
除
』
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【
ふ
く
し
＆
○
○
】
福
祉
の
現
場
で
働
く
人
を
紹
介
し
ま
す
！

　
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
人
材
育
成
・
定
着
に
向
け
て

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
と
令
和
６
年
度
事
業

 

（
一
部
令
和
５
年
度
）に
要
す
る「
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
」の

　
受
付
に
つ
い
て
、
遺
贈
・
相
続
寄
付
に
つ
い
て

　
寄
附
者
芳
名
、
表
紙
の
作
者
の
ご
紹
介
　
他

25 4

8 7910

6

12

〒903-8603　那覇市首里石嶺町 4-373-1
　　　　　　　　  （県総合福祉センター内）
TEL:098-887-2000　FAX:098-887-2024
ホームページ　https://www.okishakyo.or.jp/

編集
後記

新
た
な一年
が
始
ま
り
ま
し
た
。皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。気
持
ち
新
た
に一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

寄
附・寄
贈
者
芳
名（
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
）
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖縄ビル・メンテナンス
株式会社様（10.11）

【写真左から2人目】
沖縄ビル・メンテナンス株式会社
代表取締役社長　幸地　均　様
【写真左から1人目】
沖縄ビル・メンテナンス株式会社
取締役総務部長　大嶺　隆　様
【写真右から2人目】
本会 会長　湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会 常務理事　嘉陽 孝治

（一社）沖縄県電気管工事業協会
青年部様（11.15）

【写真左から3人目】
（一社）沖縄県電気管工事業協会
青年部　部会長　新垣　昌彦　様
【写真左から2人目】
（一社）沖縄県電気管工事業協会
副部会長　仲間　幹　様
【写真左から1人目】
（一社）沖縄県電気管工事業協会
副部会長　高江洲　昌太郎　様
【写真右から2人目】
本会　会長　湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会　事務局長　高良　正樹

華道専心池坊　沖縄支部様
（11.21）

【写真右から2人目】
華道専心池坊沖縄支部
支部長　伊敷　康月　様
【写真左から3人目】
華道専心池坊沖縄支部
副支部長　國頭　清雅　様
【写真左から2人目】
華道専心池坊沖縄支部
副支部長　謝花　雅蓉　様
【写真左から1人目】
華道専心池坊沖縄支部
教授者会会長　佐久本　陽水　様
【写真右から1人目】
本会 事務局長　高良　正樹

アフラック沖縄県
アソシエイツ会様（11.29）

【写真左から2人目】
アフラック沖縄県アソシエイツ会
会長　山田　晋　様
【写真左から1人目】
アフラック沖縄県アソシエイツ会
事務局長　伊吹　恒平　様
【写真右から1人目】
本会 常務理事　嘉陽　孝治

小日山　幸子様（10.13）
【写真左】
小日山　幸子　様
【写真右】
本会 常務理事　嘉陽 孝治
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